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1.  平成21年3月期第1四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第1四半期 12,032 ― 905 ― 974 ― 405 ―

20年3月期第1四半期 7,166 4.2 345 △21.2 537 34.7 329 29.5

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第1四半期 5.88 ―

20年3月期第1四半期 4.78 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第1四半期 56,181 24,336 43.3 353.02
20年3月期 61,236 25,616 41.8 371.58

（参考） 自己資本   21年3月期第1四半期  24,336百万円 20年3月期  25,616百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00
21年3月期 ― ――― ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― 0.00 ― 5.00 5.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期連結累計期間 30,000 ― 2,900 ― 3,000 ― 1,300 ― 18.86
通期 64,000 41.6 5,400 147.6 5,500 144.6 1,600 18.8 23.21

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

[(注) 詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。]  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

[(注) 詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。]  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14
号)を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
・上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定要素を含んでおります。実際の実績等は、業績の変化等により、
上記予想数値と異なる場合があります。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第1四半期  69,083,597株 20年3月期  69,083,597株

② 期末自己株式数 21年3月期第1四半期  147,258株 20年3月期  143,634株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第1四半期  68,938,600株 20年3月期第1四半期  68,952,837株
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【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報

当第１四半期連結会計期間の当社グループ（当社、連結子会社及び持分法適用会社）における業績は、

売上高が120億３千２百万円となり、営業利益は９億５百万円となりました。また、経常利益は９億７千

４百万円となり、四半期純利益は４億５百万円となりました。

事業の種類別セグメントの業績を示すと、次のとおりです。

①鉄道車両関連事業

国内向車両では、西日本旅客鉄道株式会社向223系通勤型電車等があり、海外向車両ではドバイ道

路交通局向電車やダラス高速運輸公社向低床式軽量電車等があったため、売上高は107億６千８百万

円となり、営業利益は11億３千万円となりました。

②建材関連事業

主力のマンション用玄関ドアでは、防犯仕様ドア、耐震ドア、指はさみ防止ドアなど各種機能を

持つドアを生産しており、持分法適用関連会社であるコスモ近畿株式会社との連携による受注量の

確保に努めましたが、売上高は７億８千万円となり、２百万円の営業損失となりました。なお、当

社において、「5.【四半期連結財務諸表】(6) 重要な後発事象」に記載のとおり、平成20年７月15日

開催の取締役会において、建材事業の廃止を決議しております。

③不動産賃貸事業

東大阪商業施設及び所沢商業施設を中心に１億９千４百万円となり、営業利益は１億６千万円と

なりました。

④その他事業

アルミニウム合金の押出形材の製造販売等により売上高は３億１千４百万円となり、３千２百万

円の営業損失となりました。

所在地別セグメントの業績を示すと、次のとおりです。

①日本

鉄道車両関連事業を中心に建材関連事業、不動産賃貸事業及びその他事業があり、売上高は84億

９千２百万円となり、営業利益は８億８千４百万円となりました。

②北米

鉄道車両関連事業があり、ダラス高速運輸公社向低床式軽量電車、フェニックス交通局向低床式

軽量電車及びシアトル交通局向低床式軽量電車等を中心に売上高は39億１千３百万円となり、営業

利益は３億２百万円となりました。

2. 連結財政状態に関する定性的情報

 資産、負債及び純資産の状況

(資産)

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は561億８千１百万円（前連結会計年度末612億３千６百万円）

と50億５千５百万円の減少となりました。流動資産は主に仕掛品の増加、売上債権の減少等により、402

億９百万円（前連結会計年度末448億３千７百万円）と46億２千８百万円の減少となりました。固定資産

は主に投資有価証券の時価評価等の増加、為替予約の減少等により、159億７千２百万円（前連結会計年

度末163億９千８百万円）と４億２千６百万円の減少となりました。
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(負債)

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は318億４千５百万円（前連結会計年度末356億１千９百万円）

と37億７千４百万円の減少となりました。流動負債は主に前受金の減少等により、280億１千５百万円

（前連結会計年度末316億８千万円）と36億６千５百万円の減少となりました。固定負債は主に退職給付引

当金の減少等により38億２千９百万円（前連結会計年度末39億３千９百万円）と１億９百万円の減少とな

りました。

(純資産)

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は243億３千６百万円（前連結会計年度末256億１千６百万

円）と12億８千万円の減少となりましたが、主に四半期純利益の計上、配当金の支払及び為替換算調整勘

定の変動等によるものです。

3. 連結業績予想に関する定性的情報

平成21年３月期業績予想につきましては、主に当社において、海外向案件の為替予約が進んだことによる

増益要因がありますが、平成20年７月15日開催の取締役会において建材事業の廃止を決議したことから、当

該事業の廃止に向け詳細を詰めている段階であり、影響額は確定していないものの、現段階で見込めます影

響額を考慮し、平成20年５月14日発表の「決算短信」に記載致しました業績予想を変更しております。

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

該当事項はありません。

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

① 簡便な会計処理

・一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がない

と認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

・固定資産の減価償却費の算定方法

減価償却の方法として定率法を採用している固定資産の減価償却費については、連結会計年度に係る

減価償却費の額を期間按分する方法により算定しております。

・たな卸資産の評価方法

当第１四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、前連結会計年度末

の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

・繰延税金資産および繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異

等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測

やタックス・プランニングを利用する方法によっております。

② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。
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(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

・当連結会計年度より、「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。

・たな卸資産については、従来、主として個別法による原価法によっておりましたが、当第１四半期連結

会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計

基準第９号)が適用されたことに伴い、主として個別法による原価法（貸借対照表価額については収益性

の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。この変更により、売上総利益、営業利益

及び経常利益がそれぞれ５百万円、税金等調整前四半期純利益が164百万円減少しております。なお、セ

グメントに与える影響は、当該箇所に記載しております。

・当第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱

い」（実務対応報告第18号 平成18年５月17日）を適用しております。 なお、これによる損益に与える

影響はありません。

（追加情報）

・有形固定資産の耐用年数の変更

　 法人税法の改正(減価償却資産の耐用年数等に関する省令の一部を改正する省令 平成20年４月30日

省令第32号)による耐用年数の変更に伴い、当第１四半期連結会計期間から、機械装置について耐用年数

の変更を行っております。この結果、従来の方法によった場合に比べて、売上総利益、営業利益、経常

利益及び税金等調整前四半期純利益が11百万円それぞれ減少しております。なお、セグメントに与える

影響は、当該箇所に記載しております。
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5. 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末

(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る

要約連結貸借対照表

(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,944 3,833

受取手形及び売掛金 11,625 16,659

製品 293 270

原材料 1,063 997

仕掛品 21,072 19,416

その他 2,244 3,690

貸倒引当金 △34 △30

流動資産合計 40,209 44,837

固定資産

有形固定資産 8,885 9,148

無形固定資産 205 184

投資その他の資産

投資有価証券 6,555 5,862

その他 365 1,241

貸倒引当金 △40 △38

投資その他の資産合計 6,881 7,065

固定資産合計 15,972 16,398

資産合計 56,181 61,236

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,340 10,165

短期借入金 7,500 7,500

未払法人税等 632 651

前受金 6,328 9,021

賞与引当金 144 487

役員賞与引当金 30 80

受注損失引当金 703 302

その他 3,335 3,471

流動負債合計 28,015 31,680

固定負債

退職給付引当金 1,591 1,705

その他 2,237 2,233

固定負債合計 3,829 3,939

負債合計 31,845 35,619
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末

(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る

要約連結貸借対照表

(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,252 5,252

資本剰余金 3,124 3,124

利益剰余金 14,496 14,435

自己株式 △47 △45

株主資本合計 22,826 22,767

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,630 1,201

繰延ヘッジ損益 634 1,730

為替換算調整勘定 △755 △82

評価・換算差額等合計 1,509 2,849

純資産合計 24,336 25,616

負債純資産合計 56,181 61,236
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(2) 【四半期連結損益計算書】

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間

(自 平成20年４月１日

 至 平成20年６月30日)

売上高 12,032

売上原価 10,278

売上総利益 1,754

販売費及び一般管理費 848

営業利益 905

営業外収益

受取利息 34

受取配当金 36

為替差益 22

雑収入 12

営業外収益合計 106

営業外費用

支払利息 15

持分法による投資損失 19

雑支出 2

営業外費用合計 36

経常利益 974

特別損失

たな卸資産評価損 158

特別損失合計 158

税金等調整前四半期純利益 816

法人税、住民税及び事業税 641

法人税等調整額 △230

法人税等合計 410

四半期純利益 405
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に

関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結財務諸

表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。

(3) 継続企業の前提に関する注記

当第１四半期連結会計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日）

該当事項はありません。

(4) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日)

鉄道車両
関連事業
(百万円)

建材
関連事業
(百万円)

不動産賃貸
事業

(百万円)

その他
事業

(百万円)

計
　

(百万円)

消去又は
全社

(百万円)

連結
　

(百万円)

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 10,768 780 182 301 12,032 ― 12,032

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― 12 12 25 (25) ―

計 10,768 780 194 314 12,058 (25) 12,032

営業利益(△は営業損失) 1,130 △ 2 160 △ 32 1,256 (350) 905

(注) １ 事業区分は、内部管理上採用している区分によっている。

２ 各事業区分の主な製品等

　(1) 鉄道車両関連事業……各旅客鉄道会社(ＪＲ)向客電車、公私鉄向各種電車、輸出用客電車、車両保守部品

　 及びメンテナンス他

　(2) 建材関連事業…………建築用ドアの製造修理

　(3) 不動産賃貸事業………不動産賃貸

　(4) その他事業……………アルミニウム合金の押出形材の製造・販売他

３ 【定性的情報・財務諸表等】 4. その他 (3)四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等

の変更に記載のとおり、当連結会計年度の第１四半期連結会計期間から、「棚卸資産の評価に関する会計基準」

(企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第９号)を適用している。この結果、従来と同一の方

法によった場合と比べて、「鉄道車両関連事業」について、営業費用は４百万円増加、営業利益は同額減少し、

「建材関連事業」について、営業費用は１百万円増加、営業損失は同額増加している。

４ 【定性的情報・財務諸表等】 4. その他 (3)四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等

の変更に記載のとおり、法人税法の改正(減価償却資産の耐用年数等に関する省令の一部を改正する省令 平成

20年４月30日 省令第32号)による耐用年数の変更に伴い、当第１四半期連結会計期間から、機械装置について

耐用年数の変更を行っている。この結果、従来と同一の方法によった場合と比べて、「鉄道車両関連事業」につ

いて、営業費用は５百万円増加、営業利益は同額減少し、「建材関連事業」について、営業費用は５百万円増

加、営業損失は同額増加している。
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【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日)

日本(百万円) 北米(百万円) 計(百万円)
消去又は全社
(百万円)

連結(百万円)

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 8,119 3,913 12,032 ― 12,032

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

373 ― 373 (373) ―

計 8,492 3,913 12,405 (373) 12,032

営業利益 884 302 1,186 (281) 905

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっている。

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　 北米……アメリカ合衆国

３ 【定性的情報・財務諸表等】 4. その他 (3)四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等

の変更に記載のとおり、当連結会計年度の第１四半期連結会計期間から、「棚卸資産の評価に関する会計基準」

(企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第９号)を適用している。この結果、従来と同一の方

法によった場合と比べて、「日本」について、営業費用は５百万円増加、営業利益は同額減少している。

４ 【定性的情報・財務諸表等】 4. その他 (3)四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等

の変更に記載のとおり、法人税法の改正(減価償却資産の耐用年数等に関する省令の一部を改正する省令 平成

20年４月30日 省令第32号)による耐用年数の変更に伴い、当第１四半期連結会計期間から、機械装置について

耐用年数の変更を行っている。この結果、従来と同一の方法によった場合と比べて、「日本」について、営業費

用は11百万円増加、営業利益は同額減少している。

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日)

北米 アフリカ アジア 計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 3,913 4 5,057 8,975

Ⅱ 連結売上高(百万円) 12,032

Ⅲ 連結売上高に占める
海外売上高の割合(％)

32.5 0.1 42.0 74.6

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっている。

２ 各区分に属する主な国又は地域

　(1) 北米…………アメリカ合衆国

　(2) アフリカ……エジプト・アラブ共和国

　(3) アジア………中華人民共和国(香港)、アラブ首長国連邦

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高である。

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

当第１四半期連結会計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日）

該当事項はありません。
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(6) 重要な後発事象

当第１四半期連結会計期間
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日)

当社は、建材事業において主に集合住宅向けスチール

製玄関ドアを製造販売しているが、平成20年７月15日開

催の取締役会において、建材事業の廃止を決議した。

　これは、昨年の改正建築基準法施行等の影響によりマ

ンション着工戸数が激減し、加えて原材料価格が高騰し

た影響等により、事業環境が急速に悪化し、今後、当該

事業を継続するのは難しいと判断したことによるもので

ある。

　この結果、本年９月を目処に生産を終了し、来年３月

末をもって建材事業を廃止することとする。

　なお、当該製品の製造をコスモ工業株式会社に移管

し、製造設備の一部を同社に譲渡する予定である。建材

事業の前連結会計年度の売上高は3,591百万円である。

　なお、譲渡する製造設備の明細等について詳細を詰め

ている段階のため、当該事業の廃止による業績への影響

は、現時点では確定していない。
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6. 生産、受注及び販売の状況

当社において、「5.【四半期連結財務諸表】(6) 重要な後発事象」に記載のとおり平成20年７月15日開催の取

締役会において、建材事業の廃止を決議しております。

(1) 生産実績

当第１四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメント毎に示すと、次のとおりである。

事業の種類別セグメントの名称 生産高(百万円)

鉄道車両関連事業 10,476

建材関連事業 798

その他事業 306

合計 11,581

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれていない。

(2) 受注実績

当第１四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメント毎に示すと、次のとおりである。

事業の種類別セグメントの名称 受注高(百万円) 受注残高(百万円)

鉄道車両関連事業 1,810 99,294

建材関連事業 586 516

その他事業 296 35

合計 2,693 99,846

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれていない。

(3) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメント毎に示すと、次のとおりである。

事業の種類別セグメントの名称 販売高(百万円)

鉄道車両関連事業 10,768

建材関連事業 780

不動産賃貸事業 182

その他事業 301

合計 12,032

(注) １ セグメント間の取引については相殺消去している。

２ 主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりである。

相手先

当第１四半期連結会計期間

販売高(百万円) 割合(％)

三菱商事株式会社 4,939 41.1

西日本旅客鉄道株式会社 1,398 11.6

Dallas Area Rapid Transit
(ダラス高速運輸公社)

1,282 10.7

３ 上記の金額には、消費税等は含まれていない。
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近畿車輛㈱ （7122） 平成20年3月期 第1四半期財務・業績の概況 

 

「参考資料」 

 

前四半期連結損益計算書 

 
前四半期連結会計期間 
(自 平成19年４月１日 
 至 平成19年６月30日) 

区分 金額(百万円) 

Ⅰ 売上高 7,166

Ⅱ 売上原価 6,071

売上総利益 1,095

Ⅲ 販売費及び一般管理費 750

営業利益 345

Ⅳ 営業外収益 

１ 受取利息 100

２ 受取配当金 34

３ 為替差益 87

４ 雑収入 14

営業外収益合計 236

Ⅴ 営業外費用 

１ 固定資産売却損 9

２ 固定資産除却損 7

３ 固定資産撤去費 5

４ 持分法による投資損失 19

５ 雑支出 2

営業外費用合計 44

経常利益 537

税金等調整前四半期純利益 537

法人税、住民税及び事業税 212

法人税等調整額 △4

四半期純利益 329
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近畿車輛㈱ （7122） 平成20年3月期 第1四半期財務・業績の概況 

 

              
「参考資料」 

 

セグメント情報 

事業の種類別セグメント情報 

前四半期連結累計期間(自 平成19年４月１日 至 平成19年６月30日) 

 

 
鉄道車両 
関連事業 
(百万円) 

建材 
関連事業
(百万円)

不動産賃貸
事業 
(百万円)

その他事業
 

(百万円)

計 
 

(百万円) 

消去又は 
全社 
(百万円) 

連結 
 

(百万円)

売上高    

(1) 外部顧客に対する売上高 5,859 727 181 397 7,166 ― 7,166

(2) セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

― ― 14 20 35 (35) ―

計 5,859 727 196 418 7,201 (35) 7,166

営業費用 5,333 734 34 420 6,522 298 6,821

営業利益(△は営業損失) 526 △7 161 △1 678 (333) 345

(注) １ 事業区分は、内部管理上採用している区分によっている。 

２ 各事業区分の主な製品等 

(1) 鉄道車両関連事業……各旅客鉄道会社(ＪＲ)向客電車、公私鉄向各種電車、輸出用客電車、車両保

守部品及びメンテナンス他 

(2) 建材関連事業…………建築用ドアの製造修理 

(3) 不動産賃貸事業………不動産賃貸 

(4) その他事業……………アルミニウム合金の押出形材の製造・販売他 

３ 営業費用のうち消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用332百万円のうち主なものは、当社本社

の管理部門に係る費用である。 

４ 事業区分の方法の変更 

連結子会社の㈱ケーエステクノスは、従来、主に鉄道車両部品の組立てを行っており、鉄道車両関連

事業に含めて表示していたが、事業再編により、アルミ事業（アルミニウム合金の押出形材の製造・

販売他）が主な事業となったため、アルミ事業を当四半期連結会計期間より「その他事業」として区

分表示することに変更した。この結果、従来と同一の方法によった場合と比べて、鉄道車両関連事業

については、当四半期連結会計期間の売上高は397百万円少なく、営業費用は400百万円少なく、営業

利益は3百万円多く計上されている。 
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近畿車輛㈱ （7122） 平成20年3月期 第1四半期財務・業績の概況 

 

所在地別セグメント情報 

前四半期連結累計期間(自 平成19年４月１日 至 平成19年６月30日) 

 

 日本(百万円) 北米(百万円) 計(百万円) 
消去又は全社 
(百万円) 

連結(百万円)

売上高  

(1) 外部顧客に対する売上高 2,988 4,178 7,166 ― 7,166

(2) セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

1,187 ― 1,187 (1,187) ―

計 4,175 4,178 8,354 (1,187) 7,166

営業費用 3,743 3,993 7,737 (916) 6,821

営業利益 432 184 616 (271) 345

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっている。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

   北米……アメリカ合衆国 

３ 営業費用のうち消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用332百万円のうち主なものは、当社本社

の管理部門に係る費用である。 

 

海外売上高 

前四半期連結累計期間(自 平成19年４月１日 至 平成19年６月30日) 

 

 北米 アフリカ アジア 計 

Ⅰ 海外売上高(百万円) 4,177 3 214 4,394

Ⅱ 連結売上高(百万円)  7,166

Ⅲ 連結売上高に占める 
海外売上高の割合(％) 

58.3 0.0 3.0 61.3

(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっている。 

２ 各区分に属する主な国又は地域 

(1) 北米…………アメリカ合衆国 

(2) アフリカ……エジプト・アラブ共和国 

(3) アジア………中華人民共和国(香港) 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高である。 
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